
蒲
田
駅
西
口
の
発
展

 

「
昔
は
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ん
て
な
か
っ
た
よ

な
あ
」

　
二
三
男
く
ん
の
記
憶
に
残
る
蒲
田
駅
西

口
は
、
戦
災
の
焼
け
跡
か
ら
ヤ
ミ
市
が
で

き
て
、
復
興
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
頃
で

す
。
昭
和
30
年
頃
か
ら
区
画
整
理
を
中
心

に
現
在
の
商
店
街
の
前
身
が
で
き
あ
が

り
、昭
和
40
年
に
は
サ
ン
ロ
ー
ド
ア
ー
ケ
ー

ド
、
昭
和
52
年
に
は
サ
ン
ラ
イ
ズ
ア
ー

ケ
ー
ド
が
完
成
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅

西
口
は
駅
ビ
ル
の
グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
蒲
田
、

東
急
プ
ラ
ザ
蒲
田
も
で
き
て
、
西
口
商
店

街
と
一
体
と
な
っ
て
、
街
の
賑
わ
い
を
作

り
出
し
て
い
ま
す
。

　「
戦
後
、
大
田
区
が
発
展
し
て
き
た
原

動
力
は
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
駅
東
口
の
大
田
区
役

所
に
向
か
い
、区
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で『
大

田
区
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
大
田
区
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
を
借
り

て
、
読
み
始
め
ま
し
た
。

人
口
総
数
は
70
万
人
を
突
破

　
ま
ず
は
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
読
み
ま

し
た
。

　
大
田
区
の
人
口
総
数
は
、
区
が
発
足
し

た
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
当
時
31
万

３
７
４
６
人
で
し
た
が
、
高
度
経
済
成
長

と
と
も
に
急
増
し
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）

年
に
は
70
万
人
を
超
え
70
万
６
２
１
９
人

に
、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
は
75
万

５
５
３
５
人
と
な
り
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
後
減
少
に
転
じ
た
人
口
は
、

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
一
時
横
ば
い

と
な
っ
た
も
の
の
、１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
に
は
63
万
６
２
７
６
人
ま
で
減
少
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
回
復
基
調
と
な
り
、

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
は
69
万
３
３

７
３
人
と
な
り
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
の
国
勢
調
査
で
は
再
び
70
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。

　
出
生
数
は
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

に
は
５
５
２
７
人
で
、
２
０
１
２
（
平
成

24
）
年
に
か
け
て
は
５
千
人
台
半
ば
で
推

移
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
急
増
し
、

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に
は
５
７
４
０

人
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は

５
８
０
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
数

は
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
は

５
８
６
０
人
で
、
そ
の
後
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は

６
２
９
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
田
区
の
将
来
人
口
推
計

　
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
以
降
の
趨
勢

に
従
っ
て
大
田
区
の
将
来
人
口
を
推
計
す

る
と
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
の
69
万

３
３
７
３
人
か
ら
増
加
を
続
け
、
２
０
６
０

（
令
和
42
）
年
に
は
84
万
２
３
８
８
人
に

達
す
る
と
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
一
方

で
、
地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
の
影
響
で

転
入
者
が
減
り
、
そ
う
遠
く
な
い
未
来
に

人
口
増
加
速
度
は
落
ち
着
く
と
い
う
見
方

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、

将
来
人
口
を
考
え
る
上
で
の
メ
イ
ン
シ
ナ

リ
オ
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０

（
令
和
２
）
年
か
ら
徐
々
に
人
口
増
加
速

度
が
落
ち
着
く
と
仮
定
。
趨
勢
に
比
べ
て

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
以
降
の
転
入
者

を
少
な
く
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
場
合
、
２
０
６
０
（
令
和
42
）
年

の
人
口
は
75
万
４
５
２
７
人
と
な
り
、

大
田
区
全
体
が
新
し
い
も
の
づ
く
り
集
団
に

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
町
工
場
の
底
力
で
成
長
す
る
地
域
力
・
国
際
都
市
お
お
た
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現
在
、
区
内
に
は
工
場
ユ
ニ
ッ
ト
数
が

30
室
を
超
え
る
大
型
の
工
場
ア
パ
ー
ト
と

し
て
、
公
設
公
営
の
「
本
羽
田
二
丁
目
第

２
工
場
ア
パ
ー
ト
」（
テ
ク
ノ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）

と
「
大
森
南
四
丁
目
工
場
ア
パ
ー
ト
」（
テ

ク
ノ
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
森
ヶ
崎
）、
民
設
民
営

に
よ
る「
東
糀
谷
六
丁
目
工
場
ア
パ
ー
ト
」

（
Ｏ
Ｔ
Ａ
テ
ク
ノ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
）
の
３
カ
所

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
建
替
え
等

の
一
時
利
用
が
可
能
な
「
下
丸
子
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
工
場
」
や
、「
本
羽
田
二
丁
目
工

場
ア
パ
ー
ト
」
を
含
め
、
計
５
カ
所
の
工

場
ア
パ
ー
ト
を
区
内
に
整
備
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
旧
区
立
小
学
校
校
舎
を
改
修

し
、
区
内
産
業
の
活
性
化
と
地
域
中
小
企

業
者
の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
開
設
し
た
「
産

学
連
携
施
設
」（
蒲
田
二
丁
目
）、
旧
区
立

小
学
校
校
舎
を
改
築
し
、
新
規
創
業
者
の

創
出
や
既
存
企
業
の
新
分
野
進
出
促
進
を

目
的
と
し
て
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に

開
設
し
た
「
創
業
支
援
施
設
」（
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｉ

Ｃ
あ
さ
ひ
、
羽
田
旭
町
）
と
い
っ
た
支
援

施
設
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

〝
仲
間
ま
わ
し
〟
も
新
し
く

進
化

　
大
田
区
に
は
、
切
削
、
プ
レ
ス
、
成
形
、

研
磨
、
鋳
造
、
鍛
造
、
メ
ッ
キ
な
ど
の
基

盤
技
術
に
特
化
し
た
企
業
が
数
多
く
集
積

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
連
携

し
あ
う
こ
と
で
、
高
精
度
で
複
合
的
な
加

工
技
術
と
短
納
期
に
対
応
で
き
る
迅
速
性

を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
な

経
営
規
模
の
工
場
が
高
度
な
加
工
技
術
を

有
し
て
お
り
、
各
工
場
が
協
力
し
合
う
こ

と
で
難
し
い
製
品
・
部
品
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
連
携
体
制
は
「
仲
間
ま

わ
し
」
と
呼
ば
れ
、
産
業
集
積
地
で
あ
る

大
田
区
の
強
み
で
す
。

　
し
か
し
、
産
業
構
造
が
急
速
に
変
化
す

る
中
で
大
田
区
の
町
工
場
は
、
連
携
体
制

の
進
化
と
従
来
の
下
請
け
構
造
の
「
待
ち

受
け
型
企
業
」
か
ら
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
い

か
に
実
現
す
る
か
を
立
案
す
る
「
提
案
型

企
業
」へ
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
で

は
、
企
業
誘
致
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

の
「
先
端
産
業
事
業
」
と
日
本
文
化
を
発

信
す
る
「
文
化
産
業
事
業
」
を
中
心
と
し

た
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
で

区
内
外
の
人
々
、
企
業
、
情
報
が
集
い
、

交
わ
る
「
新
産
業
創
造
・
発
信
拠
点
」
を

形
成
す
る
開
発
が
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
の
ま
ち
開
き
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
研
究
開
発
を
行
う
企

業
の
集
積
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
企
業
と
の
取
引
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

も
、
大
田
区
の
町
工
場
の
変
革
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
大
田
区
で

は
、
区
内
の
町
工
場
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
基
盤
で
結

ぶ
と
共
に
、
提
案
型
企
業
へ
の
変
革
を
支

援
し
、
大
田
区
全
体
が
新
し
い
も
の
づ
く

り
集
団
と
な
っ
て
、
国
内
外
か
ら
よ
り
多

く
の
受
注
獲
得
を
目
指
す
Ｉ
ｏ
Ｔ
仲
間
ま

わ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま

羽田空港跡地第１ゾーン全体外観

趨
勢
推
計
の
人
口
よ
り
も
８
万
８
千
人
程

度
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
人
口
は
、

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
記
録
し
た
最

大
人
口
（
75
万
５
５
３
５
人
）
に
ほ
ぼ
匹

敵
す
る
水
準
で
す
。

　
ま
た
、
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る

も
の
の
、
転
入
元
の
人
口
減
少
が
予
想
以

上
に
早
く
進
展
す
る
と
仮
定
し
た
シ
ナ
リ

オ
Ｂ
に
よ
る
推
計
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の 

シ
ナ
リ
オ
で
は
、
２
０
６
０
（
令
和

42
）
年
の
人
口
は
71
万
１
９
３
８
人
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、『
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、
人
口
の
将
来
展
望
か

ら
み
る
「
め
ざ
す
べ
き
方
向
性
」
に
つ
い

て
、
①
若
者
・
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
、

②
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
③
産
業
構
造
の

変
化
へ
の
対
応
、
④
ま
ち
の
魅
力
の
さ
ら

な
る
向
上
、
⑤
効
果
的
・
効
率
的
な
区
政

運
営
―
の
５
点
を
掲
げ
ま
し
た
。

※
大
田
区
で
は
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
を

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
作
成
後
、
そ

の
翌
年
に
将
来
人
口
の
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ

を
最
新
デ
ー
タ
に
基
づ
き
再
計
算
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
６
０
（
令
和

42
）
年
の
人
口
は
73
万
２
０
８
人
に
な
り

ま
す
。

３
つ
の
基
本
目
標

　
二
三
男
く
ん
は
次
に
『
総
合
戦
略
』
を

読
み
ま
し
た
。

　『
総
合
戦
略
』
で
は
、

（１）
「
し
ご
と
」

の
視
点
―
地
域
経
済
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
持
続
的
な
成
長
を
牽
引
し
ま
す
―

（２）

「
ま
ち
」
の
視
点
―
世
界
と
つ
な
が
る
大

田
区
が
国
内
各
地
と
世
界
を
つ
な
げ
ま
す

（３）
「
ひ
と
」
の
視
点
―
若
者
の
家
庭
を
築

き
た
い
と
い
う
願
い
を
多
方
面
か
ら
応
援

し
ま
す
―
の
３
点
を
示
し
、
そ
れ
に
基
づ

く
基
本
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
１
は
、「
様
々
な
産
業
を
支

え
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
力
の
集

積
や
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
次
々
と
生
ま
れ
る

創
造
の
ま
ち
を
目
指
す
」と
し
て
い
ま
す
。

施
策
と
し
て
は
、「
も
の
づ
く
り
に
お
け

る
新
た
な
価
値
の
創
出
」「
暮
ら
し
を
支

え
豊
か
に
す
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
信
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
や
す
い
ま
ち
大
田
区
の

形
成
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
２
は
、「
羽
田
空
港
を
擁
す

る
地
の
利
を
活
か
し
、
地
方
と
の
連
携
・

交
流
・
共
存
共
栄
を
図
る
と
と
も
に
、
国

際
都
市
と
し
て
の
発
展
を
目
指
す
」
と
し

て
い
ま
す
。
施
策
と
し
て
は
、「
拠
点
機

能
を
活
か
し
た
国
内
外
と
の
交
流
促
進
」

「
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

る
環
境
整
備
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
３
は
、「
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
・
教
育
な
ど
の
希
望
を
叶
え
、
未
来

を
担
う
若
い
世
代
の
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

を
目
指
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
、
基
本
目
標
１
に
特
に

関
心
を
持
ち
、
さ
ら
に
具
体
的
な
施
策
を

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

３
千
以
上
の
町
工
場
が
集
積

　
大
田
区
は
、
都
内
最
多
の
３
千
以
上
の

町
工
場
が
集
積
し
て
い
ま
す
。『
大
田
区
も

の
づ
く
り
産
業
等
実
態
調
査
』（
２
０
１
５

年
３
月
）
に
よ
る
と
、
下
請
け
型
加
工
・

生
産
を
主
体
と
す
る
事
業
所
が
全
体
の
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
約
３
分
の

１
の
事
業
所
が
既
存
事
業
分
野
も
し
く
は

異
業
種
で
の
新
規
顧
客
開
拓
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
一
方
、
６
割
強
の
事
業
所
が

技
術
・
技
能
の
継
承
に
危
機
感
を
感
じ
て

い
た
り
、
事
業
の
継
承
者
を
「
決
め
て
い

な
い
」
企
業
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
区
内
で
の
創
業
・
事
業
所
開

設
の
理
由
は
、「
多
様
な
外
注
先
が
多
く

立
地
」
と
「
受
注
先
が
多
く
立
地
」
が
第

１
位
と
第
２
位
を
占
め
て
お
り
、
区
内
に

お
け
る
濃
密
な
受
発
注
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

存
在
が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
区
は
、
都
市
部
で
の
工
場
や
研
究
開
発

型
企
業
の
立
地
促
進
、
操
業
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
首
都
圏
最
大
級
の
工
場
ア

パ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
建
物
は
地

価
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
４
～
５
階

建
の
ビ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
土
地
の
高
度

利
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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現
在
、
区
内
に
は
工
場
ユ
ニ
ッ
ト
数
が

30
室
を
超
え
る
大
型
の
工
場
ア
パ
ー
ト
と

し
て
、
公
設
公
営
の
「
本
羽
田
二
丁
目
第

２
工
場
ア
パ
ー
ト
」（
テ
ク
ノ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）

と
「
大
森
南
四
丁
目
工
場
ア
パ
ー
ト
」（
テ

ク
ノ
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
森
ヶ
崎
）、
民
設
民
営

に
よ
る「
東
糀
谷
六
丁
目
工
場
ア
パ
ー
ト
」

（
Ｏ
Ｔ
Ａ
テ
ク
ノ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
）
の
３
カ
所

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
建
替
え
等

の
一
時
利
用
が
可
能
な
「
下
丸
子
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
工
場
」
や
、「
本
羽
田
二
丁
目
工

場
ア
パ
ー
ト
」
を
含
め
、
計
５
カ
所
の
工

場
ア
パ
ー
ト
を
区
内
に
整
備
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
旧
区
立
小
学
校
校
舎
を
改
修

し
、
区
内
産
業
の
活
性
化
と
地
域
中
小
企

業
者
の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
開
設
し
た
「
産

学
連
携
施
設
」（
蒲
田
二
丁
目
）、
旧
区
立

小
学
校
校
舎
を
改
築
し
、
新
規
創
業
者
の

創
出
や
既
存
企
業
の
新
分
野
進
出
促
進
を

目
的
と
し
て
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に

開
設
し
た
「
創
業
支
援
施
設
」（
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｉ

Ｃ
あ
さ
ひ
、
羽
田
旭
町
）
と
い
っ
た
支
援

施
設
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

〝
仲
間
ま
わ
し
〟
も
新
し
く

進
化

　
大
田
区
に
は
、
切
削
、
プ
レ
ス
、
成
形
、

研
磨
、
鋳
造
、
鍛
造
、
メ
ッ
キ
な
ど
の
基

盤
技
術
に
特
化
し
た
企
業
が
数
多
く
集
積

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
連
携

し
あ
う
こ
と
で
、
高
精
度
で
複
合
的
な
加

工
技
術
と
短
納
期
に
対
応
で
き
る
迅
速
性

を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
な

経
営
規
模
の
工
場
が
高
度
な
加
工
技
術
を

有
し
て
お
り
、
各
工
場
が
協
力
し
合
う
こ

と
で
難
し
い
製
品
・
部
品
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
連
携
体
制
は
「
仲
間
ま

わ
し
」
と
呼
ば
れ
、
産
業
集
積
地
で
あ
る

大
田
区
の
強
み
で
す
。

　
し
か
し
、
産
業
構
造
が
急
速
に
変
化
す

る
中
で
大
田
区
の
町
工
場
は
、
連
携
体
制

の
進
化
と
従
来
の
下
請
け
構
造
の
「
待
ち

受
け
型
企
業
」
か
ら
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
い

か
に
実
現
す
る
か
を
立
案
す
る
「
提
案
型

企
業
」へ
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
で

は
、
企
業
誘
致
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

の
「
先
端
産
業
事
業
」
と
日
本
文
化
を
発

信
す
る
「
文
化
産
業
事
業
」
を
中
心
と
し

た
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
で

区
内
外
の
人
々
、
企
業
、
情
報
が
集
い
、

交
わ
る
「
新
産
業
創
造
・
発
信
拠
点
」
を

形
成
す
る
開
発
が
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
の
ま
ち
開
き
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
研
究
開
発
を
行
う
企

業
の
集
積
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
企
業
と
の
取
引
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

も
、
大
田
区
の
町
工
場
の
変
革
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
大
田
区
で

は
、
区
内
の
町
工
場
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
基
盤
で
結

ぶ
と
共
に
、
提
案
型
企
業
へ
の
変
革
を
支

援
し
、
大
田
区
全
体
が
新
し
い
も
の
づ
く

り
集
団
と
な
っ
て
、
国
内
外
か
ら
よ
り
多

く
の
受
注
獲
得
を
目
指
す
Ｉ
ｏ
Ｔ
仲
間
ま

わ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま

羽田空港跡地第１ゾーン全体外観
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歴
史
の
遺
産
が
残
る

東
京
都
心

　「
確
か
こ
こ
は
海
だ
っ
た
よ
な
ぁ
」

　
二
三
男
く
ん
は
お
台
場
に
来
て
い
ま

す
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や
臨
海
副
都

心
な
ど
、
二
三
男
く
ん
が
生
ま
れ
た
時
代

に
は
想
像
も
で
き
な
い
未
来
都
市
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
見
覚
え
の

あ
る
第
三
台
場
が
見
え
ま
し
た
。

　
江
戸
幕
府
は
品
川
沖
に
、
人
工
島
を
石

垣
で
補
強
し
た
台
場
（
砲
台
）
を
７
基
建

設
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
現
在
残
っ
て
い

る
の
は
第
三
台
場
と
第
六
台
場
の
み
で

す
。
こ
の
う
ち
第
三
台
場
は
台
場
公
園
と

し
て
整
備
・
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
陸
続
き
で
は
な
く
、
船
で

渡
っ
て
い
ま
し
た
。
台
場
公
園
に
は

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
か
ら
、
夏
期
１

カ
月
間
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
開
設
さ
れ
、
多

く
の
区
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
で
は
お
台
場
一
帯
が
発
展
し
、
国
内

外
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
表
紙
写
真
の
「
お
台
場
プ
ラ
ー
ジ
ュ
」

で
は
、
お
台
場
つ
な
が
り
で
鳥
取
県
北
栄

町
の
連
携
自
治
体
ブ
ー
ス
を
出
す
な
ど
の

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　「
今
度
は
、
港
区
が
ど
ん
な
ま
ち
を
目

指
し
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
よ
う
」

　
二
三
男
く
ん
は
さ
っ
そ
く
港
区
役
所
へ

向
か
い
ま
し
た
。

自
治
体
間
相
互
の
共
存
・

共
栄

　
二
三
男
く
ん
は
、
港
区
役
所
の
区
政
資

料
室
で
『
港
区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
』
を
借
り
て
、
読
み
始
め
ま

し
た
。

　
第
１
部
の
総
論
で
は
、
地
方
創
生
に
対

す
る
港
区
の
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
港
区
の
人
口
は
増
加
傾
向

に
あ
る
等
、
東
京
の
一
極
集
中
是
正
と
い

う
国
の
考
え
と
は
一
致
し
な
い
部
分
も
あ

る
と
し
な
が
ら
も
、
国
が
目
指
す
べ
き
将

来
の
方
向
性
と
し
て
掲
げ
て
い
る
〝
将
来

に
わ
た
っ
て
「
活
力
あ
る
日
本
社
会
」
を

維
持
す
る
〟
と
い
う
点
で
は
、港
区
も
「
地

方
」
の
一
つ
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
港
区
が
深
め
て
き
た
全
国

各
地
の
様
々
な
自
治
体
と
の
交
流
を
さ
ら

に
深
め
る
こ
と
で
、
互
い
の
強
み
を
生
か

し
、
弱
み
を
補
完
す
る
自
治
体
間
相
互
の

共
存
・
共
栄
を
目
指
す
こ
と
を
港
区
が
考

え
る
地
方
創
生
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

急
減
・
急
増
を
繰
り
返
し
た

人
口

　
第
２
部
は
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。

　
港
区
の
総
人
口
は
、
お
よ
そ
１
０
０
年

前
の
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
の
人

口
の
推
移
を
見
る
と
、
１
９
４
０
（
昭
和

15
）
年
ま
で
は
人
口
が
30
万
人
を
超
え
て

い
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
は
、
１
９
３
５
（
昭

和
10
）
年
の
33
万
７
３
３
３
人
で
す
。

　
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
は
戦
災
の

影
響
で
人
口
が
16
万
４
９
６
６
人
ま
で
急

減
し
ま
し
た
が
、
戦
後
復
興
の
過
程
で
人

口
は
Ｖ
字
回
復
。
し
か
し
、１
９
６
１（
昭

和
36
）
年
以
降
は
長
期
的
な
減
少
傾
向
が

続
き
、
昭
和
60
年
代
に
入
る
と
地
価
の
高

騰
等
を
背
景
に
減
少
幅
が
増
し
ま
し
た
。

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
の
人
口
は
15
万

人
を
下
回
り
、
最
少
の
14
万
９
７
１
６
人

自
治
体
同
士
の
共
存
・
共
栄
を
目
指
し
て

総
合
支
所
を
中
心
に
全
国
と
連
携
し
、
日
本
を
元
気
に

す
。

　
な
お
、Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

オ
ブ
・
シ
ン
グ
ス
」
の
略
で
、
す
べ
て
の

「
モ
ノ
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が

る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
を
共
有
し
新
た
な

価
値
を
生
む
考
え
方
で
す
。

　
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
活
用
し
た
工
程

管
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、
製
造
の
進
捗

状
況
を
各
社
が
共
有
し
、
納
期
の
遅
れ
な

ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
に
適
用
し
た

仕
組
み
に

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
三
つ
の
テ
ー

マ
の
立
ち
上
げ
に
よ
り
価
値
を
創
出
し
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
活
用
に
よ
り
仕

事
の
流
れ
を
変
え
、
品
質
（
Ｑ
＝
ク
オ
リ

テ
ィ
）、
コ
ス
ト
（
Ｃ
）、
納
期
（
Ｄ
＝
デ

リ
バ
リ
ー
）
を
改
善
し
、
複
数
企
業
が
連

携
す
る
製
造
工
程
を
円
滑
に
運
営
し
ま

す
。

　
二
つ
目
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
製
品
そ
の
も
の
の
価
値
を

高
め
、
下
請
け
型
で
な
い
提
案
型
の
新
た

な
も
の
づ
く
り
を
行
う
仕
組
み
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
企
業
自
身
の
成
長
も
促
し

ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
中
小
企
業
の
連
合
体

（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
を
構
築
し
、
実
際

に
受
注
を
獲
得
し
て
い
く
仕
組
み
を
作
り

ま
す
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
に
よ
り
、
中
心

と
な
る
ハ
ブ
企
業
と
仲
間
企
業
で
グ
ル
ー

プ
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ブ
企
業
同

士
が
連
携
す
る
こ
と
で
大
田
区
全
体
の
も

の
づ
く
り
を
高
度
化
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
、
区
内
の
三
つ
の
企
業
が
合
同
会

社
を
設
立
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
て

実
際
に
受
注
案
件
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
度
は
実
証
実

験
の
主
体
と
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の

参
加
企
業
を
増
や
し
、
自
主
運
営
化
を
進

め
ま
す
。
実
証
実
験
の
主
体
と
な
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
中
心
に
大
田
区
全
体
に

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
適
用
し
た
仕
組
み
を
さ
ら

に
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
も
の
づ
く
り
の
効
率
化

と
高
付
加
価
値
化
に
よ
り
、
区
内
企
業
の

受
注
獲
得
と
利
益
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

若
い
世
代
の
雇
用
創
出
に
も

　
大
田
区
は
、
特
定
の
大
企
業
が
拠
点
を

持
つ
企
業
城
下
町
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小

さ
な
町
工
場
は
大
量
生
産
に
は
向
き
ま
せ

ん
が
、
特
定
の
分
野
で
高
度
な
技
術
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
町
工
場
と
い
う
と
、

昔
は
３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
せ
っ
か

く
高
度
な
技
術
を
持
っ
て
い
て
も
、
働
き

手
や
後
継
者
が
い
な
け
れ
ば
、
町
工
場
は

減
っ
て
い
く
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
た
。

で
も
今
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
駆
使
し
て
新
し
い

技
術
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
仲
間
ま
わ
し
に
よ
っ
て
、
大

田
区
全
体
が
新
た
な
も
の
づ
く
り
集
団
と

な
っ
て
、
価
値
の
高
い
製
品
を
生
産
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
田
区
の
も
の
づ
く

り
産
業
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
る
し
、

大
田
区
の
町
工
場
で
働
い
て
み
よ
う
と
い

う
若
い
人
た
ち
も
増
え
て
、
雇
用
の
創
出

や
事
業
承
継
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
」
と
感
じ
ま
し
た
。

 

一
通
り
調
べ
終
え
た
二
三
男
く
ん
は
、

お
腹
が
ぐ
ー
っ
と
鳴
っ
た
の
で
、
ア
ー

ケ
ー
ド
街
で
お
昼
ご
は
ん
を
食
べ
に
蒲
田

駅
前
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

取材協力／大田区

大田区のものづくり企業が一堂に会する 「おおた工業フェア」

■ＩｏＴ仲間まわしの概念図
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